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給付金額 

第 4 回執行委員会を開催 
 

 
 

４月１６日午後より第４回執行委員会

を開催、森岡委員長ら７名が参加し、報

告・討議しました。（欠席２名） 

★加入 ９名（振動３名、難聴１名、石

綿手帳２名、遺族１名、一般１名） 

★死亡 ３名（じん肺） 

★認定 障害（振動）２件（10 級、11 級） 

じん肺遺族２件、石綿手帳２件 

★請求中 振動６件、じん肺遺族４件、

難聴５件、他 

★組織建設について 

新組合員が増えている分会への集会参

加を徹底するには、「組織・分会」の

「そ 

 

もしものとき任せて安心！充実の補償内容 

西日本自動車共済のご案内  
組合では、自動車の事故・故障をサポートする自動

車共済（任意保険）を扱っています（建交労代理店）

建交労の組合員は、年間掛金として約２割程度の値引き

があります（同居の家族も）。現在ご自身が持っている

等級はそのままで他社からの切り替えもできます。パ

ンフレットが欲しい方、説明が聞きたい方は県本部事

務所まで連絡を。 

「そもそも論」をみんなで最初から考え

る必要があるのでは。 

★病院問題 

健生西部診療所の医師・検査技師らの十

分な配置を引き続き要請していく 

★アスベスト国賠訴訟（徳島地裁） 

原告側、被告・国側からそれぞれ意見書、

回答などを裁判所に提出中。 

★全国トンネルじん肺根絶のとりくみ 

「いのちの絆３上・下」を国、自治体の

議員らに配布中 

★今年も監督署・労働局・県要請を行うの

で、各分会からの参加をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

お花見交流会 

 
 

（上）4月 3日木屋平でシカ肉バーベキュー
と、しだれ桜 

（下）4月 4日於安パークにて半田分会 
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 ★５月の予定★ 
1  10 時 第 95 回メーデー 

（徳島市わしの門広場） 

13  10 時 山城・池田・井川分会  

16  10 時  貞光集会 

  12 時半 四国市長会へ要請 

17  13 時 徳島集会 

18  10 時 三加茂集会 

21  15 時 「三ツ星ベルト」石綿労災

不支給取消裁判（高松地裁） 

22  10 時 美馬集会 

23  10 時 海部集会 

27  15 時 健生病院定期協議会 

28  13 時 西部診療所定期協議会 

30  13 時 四国労災部会役員会 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

給付金額 
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ドキュメンタリー映画「人として生きる」 

をみての感想をだしてもらいました 

★どうしてじん肺になるのか、じん肺とはど
ういうものかが、図で示して説明していた
ので、よくわかった。一般の人にも見ても
らいたい。 

★最初に出てきた患者さんたちはとても苦
しそうで大変な様子だった。 

★じん肺根絶の運動を始めた頃は本当に大
変だったなと思った。先輩たちの苦労がよ
くわかった。 

★じん肺は、酸素があるのに自分の力では吸
えない。重症化したらじん肺は怖い。 

==おくやみ == 

川原 義春さん (三加茂・81 歳) 
 4 月 21 日に亡くなられました。昭和 54
年より振動障害、58 年よりじん肺で療養
していました。 平成７年よりはじめた
全国トンネルじん肺補償請求団訴訟の徳
島原告として裁判をたたかいました。 

謹んでお悔やみを申しあげます 

 

 

４月１８日～１９日、東京で国会議員要
請行動が行われ第５陣原告の福島一夫さ
ん、と森岡孝昭執行委員長、事務局山田が
参加しました。1日目はこれまでのじん肺の
闘いをまとめた「いのちの絆３（上巻）」
を中四国のまだ渡せていない議員さんを中
心に配布しました。 
 翌日は「特定じん肺労働者に対する給付
金の支給に関する法律案（仮称）」創設実
現への支援（賛同署名）のお願いをしに四

国の議員を中心に回ってきました。議員本
人は不在で秘書が対応してくれ、創設に関
してのアドバイスや、中には厳しい意見も
ありました。「賛同したいが委員会の立場
上支援ができない。じん肺はよく理解して

いますので頑張ってください。」と返答が
ありました。 
 

これからも根気よく運動をしていくこと
が必要です。『新賛同署名』は、国会議
員７０８名中１９１名の賛同をいただい
ています。（4月 12 日時点） 
        （文・写真／山田真希） 

 

↑衆議員会館内で撮影、福島さんと森岡さん

真ん中の建物は国会議事堂。 

 

トンネルじん肺根絶 『いのちの絆３（上巻）』を国会議員に配布・要請 

 

４月の報告 

19  いのけん徳島センター理事会（井上） 

 

映画「人として生きる」は今から 23年前に上映

されたもので、じん肺被害の悲惨さを世間と裁判

官、ゼネコンにも知ってもらおうと作成され、東

京地裁はじめ地方でも上映されました。 

県内でも当時９カ所の上映場所を構え、全組合

員が 1000 円チケットを販売し宣伝に力を尽くし

たことを思い出しました。 

月日は流れ、新患者数は減りましたが、じん肺

患者の苦しみは減ることはありません。 

つい先日、昭和５３年に組合加入以来、一貫し

て活動してこられた川原義春さんが亡くなられま

した。その遺志を無駄にすることなく「じん肺根

絶」運動を続けていこうと思います。（井上玉紀） 

 


